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後期後半がスタートしました！ 
 
 後期後半がスタートしました。 
 １月から３月迄の授業日数は５３日間（小６は５２日間）しかありません。 
 よく１月は「行く月」、２月は「逃げる月」、３月は「去る月」と言い、１年間のまとめ
をする大切な月であり、あっという間の短期間であることを表します。この３ヶ月の過ごし
方で、４月からの新たな学年のスタートがスムーズになると考えます。子どもたちには、し
っかりと目標を持って生活をすることを話したところです。 
 

大津町夢作文  
 
１２月に大津町の夢作文に応募しました。 
大津町の学校教育の基本理念は、「夢を持ち 夢を育み 夢を叶える教育実践」です。 
今後は急速なデジタル化の進んだ社会（Society5.0）の時代に入ってきますが、そんな

時代を生きる子どもたちにとって、自らの夢を持ち、夢の実現を図っていくことはとても
大切です。 
実際に、大津町内の全児童が経験を元にした夢、本などの情報を元に描いた夢など、思

い思いに作文にまとめました。 
そして、審査結果が１月になって届き、次の 

２人の夢作文が見事入賞しました。 
 

夢大賞 （小２）上村さん      
入選 （小１）江藤さん      
                 

 
 

児童集会～保健委員会発表～  
 

 １／２０の児童集会では、保健委員会の発表がありました。 
これから流行が予想されるインフルエンザ等のクイズで、動きを交え

た楽しい発表だったため、みんなも意欲的に回答していました。感想でも、 

発表の素晴らしさを認める意見が聞かれました。主なクイズは次の通りです。 
 
 
 
               
後期後半の主な行事             【学習発表会】 

                               ・全学年児童と保護者の参 
(R5)１／２９ 学習発表会 ※１／３０振替休業日 観により、体育館で実施

予定です。別紙プリント
を確認ください。 

【卒業証書授与式】 
・全校児童と小６保護者の
出席によって実施予定で
す。感染防止対策を取り、
短時間実施を検討中で
す。改めて通知します。 

  ２／８ 新入児童体験入学 
  ２／１６ 縄跳び大会 

  ２／２１ 学校運営協議会 
  ３／３ 送別遠足 
  ３／５ 授業参観、学級懇談会、PTA 総会 ※３／６振替休業日 
  ３／２３ 卒業証書授与式 
  ３／２４ 修了式 
  ３／２８ 退任式 

※夢大賞の上村さんの作文は、大切にしてい
た動物が亡くなったことを元に、命と心に
ついて深く考え、丁寧にまとめていまし
た。読んでいて、自然と涙が出ました。２
１日（土）子育てフェスタで作文発表して
もらいます。 

※出品した作文は、２／２～２／９まで大津
町図書館に展示されます。 

大津町立大津東小学校 
校長 太田黒 保宏 

Q1 高熱が出てきつい時、どこを冷やしますか？ A 首の周り、脇の下、足の付け根を冷やす 
Q2 咳が出る時の正しいマスクの付け方は？ A 鼻からあごまでを覆う 
Q3 体から出てきたウイルスは、どこに潜んでいることが多いでしょう？ A 公衆トイレ、バス、エレベーター 



 

ある講演会での学び 
 
先日、ある講演会を聴きました。私の知識を超える新たな内容だったため、とても新鮮な気持ちで

聴くことができました。その講演会の一部を紹介します。 
 
・仮想空間と現実空間の高度に融合し、急速なデジタル化が図られる社会（Society5.0）が到来する。
そのために、そのよき創り手、よき使い手を育てる必要がある。 

・学校は、子どもたちが社会を生き抜く力を育み、子どもたちの可能性を広げる場所でなくてはならな
い。 

・日本は健康寿命が世界一の長寿社会になると考えられる。２００７年に日本で生まれた子どもは、１
０７歳まで生きる確率は５０％あると予想され、人生１００年時代が到来するだろう。 

・「今の会社であと何年ぐらい働くと思いますか？」と聞かれた新入社員の半数以上は１０年以内に退
職予定と答えたとのこと。これからは、転職、キャリアアップは当たり前で、新たな文化への適応力
や学ぶ力を付けてやる必要がある。 

・PISA2018 において高校生を対象に、平日の学校外でのデジタル機器の利用状況調査結果は 
「ＰＣで宿題をしている割合」は、日本で３％、ＯＥＣＤ圏内では 22.2％。 
「一人用ゲームで遊ぶ割合」は、日本で 47.7％、ＯＥＣＤ圏内では 26.7％であった。ここで、日
本の高校生は、デジタルを学びではなく、遊びに使う傾向があることがわかった。 

・内閣府により令和元年度に満１３歳から満２９歳までの人を対象にした調査によると、 
 「自分には長所があると感じている割合」は、日本で 62.2％、ドイツで 91.4％。 
 「自分の考えをはっきりと相手に伝えられる割合」は、日本で 46.3%、アメリカで 80.7％。 
 「うまくいくか分からないことにも意欲的に取り組む割合」は、日本で 51.5%、フランスで 87.4％ 
・経済産業省「第５回未来人材会議」において各職種で求められるスキル・能力の需要度の上位は、 
 2015 年①「注意深さ、ミスがないこと」、②「責任感、真面目さ」、③「信頼感、誠実さ」 
 2050 年①「問題発見力」、②「的確な予測」、③「革新性」 
 求められるスキル・能力が大きく違うことに驚きました。 
 

３０年後の未来を創り出す子どもたちにとって、必要な教育とは何なのか、調査結果等をもとにし
たとても興味深いお話でした。well-being（幸福、満足感）とよく聞きますが、多様性を大切にしな
がら今後も“分かる楽しい授業づくり”を進めて参ります。 
 

“牛舞い”発表 
 
コロナ禍のため、宮崎さんなど地域の方にお越しいただいた練習は、たった１度しかで

きませんでした。しかし、小３以上の子どもたちと先生方が力を合わせ、地域の重要無形
文化財をどうにか継承しようと、ＣＤに合わせて練習してきました。 
そこで、子どもたちの頑張りをビデオに撮影し、保護者の方のみ

にその模様を学習発表会の折に披露することといたしました。 
以前のような立派な楽器演奏等をするには、地域の方のお力添え

なしには実現しないということも痛感しましたが、“コロナ禍にお
ける牛舞いの継承”ができたと感じています。 
２９日は、各学年の学習発表同様に、楽しんでください。 
 
防犯キャップ 
 

 PTA に大津東小学校の防犯キャップを作っていただきました。 
そこで、毎朝登校指導をしていただいている瀬川さん（瀬田）

桜間さん（大林）、古庄さん（内牧）の３名に、早速お渡しをし
ました。とても喜んでいただきました。 
本校区は、車通りも多く、子どもたちの安全（防犯を含む）を

大切に指導しているところです。地域の協力により、更に安全な 
まちづくりを進めたいと考えています。             よく目立つ防犯キャップ 

大津町学力調査 

１／１６・１７に、小３以上の児童を対象にした社会と理科の学力調査がありました。子
どもたちに調査について尋ねたところ、「理科は思った以上に解けた。」「社会が難しかっ
た。」など、様々でした。１２月の国語と算数の結果も併せて、今後の指導に活か 
していきます。とにかく、一人ひとりに確かな学力の定着を第一に取り組みます。 

 
 大津東小ホームページをご覧ください！ 

牛舞いなど、大切なものを残し
ながら、子どもの力となるよう
に教育を見直していきます！ 

大津東小学校 検索 

👆 


